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日本患者･家族団体協議会

易聞診⑩の

SSKO

抑闇心』白

　　

全腎協内
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購読料１部300円(年間1,500円送料込)
-

叩
回
Ｊ
Ｊ
Ｐ
Ｃ
国
会
請
願

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
四
月
十
四
日
、
四
十
三
万

人
以
上
の
「
難
病
患
者
な
ど
の
医
療
と

生
活
の
保
障
を
要
望
す
る
」
諸
願
署
名

を
も
っ
て
、
国
会
請
願
一
付
動
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
請
願
署
名
は
全
国
の
難
病
、

慢
性
疾
患
、
薬
害
、
労
働
災
害
、
幟
業

あ
い
さ
つ
す
る
伊
藤
代
表
幹
事

病
な
ど
に
苦
し
む
患
者
・
家
族
ら
が
、

困
難
な
状
況
を
乗
り
越
え
て
集
め
た
も

の
で
、
昨
年
の
署
名
数
の
四
十
二
万
人

を
上
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

請
願
に
先
立
つ
集
会
が
、
午
前
十
時

三
十
分
か
ら
、
衆
議
院
第
一
議
員
会
館

で
行
わ
れ
、
地
域
難
病
連
、
疾
病
別
全

国
団
体
か
ら
十
九
団
体
六
十
人
あ
ま
り

の
代
表
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
は
辻
川
寿
之
常
任
幹
事
（
全
交

災
）
の
司
会
で
す
す
め
ら
れ
、
伊
藤
た

て
お
代
表
幹
事
（
北
海
道
難
病
連
）
が

参
加
者
と
署
名
を
集
め
た
全
国
の
患
者

・
家
族
ら
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
。

　

「
最
近
の
医
療
・
福
祉
を
取
り
巻
く
厳

し
い
情
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
々
署

名
数
が
増
え
、
毎
年
四
十
万
人
を
超
え

る
署
名
を
染
め
て
い
る
ご
』
の
こ
と
は
、

Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
活
動
が
浸
透
し
て
い
る
証
明

で
あ
り
、
今
日
の
情
勢
を
打
開
す
る
大

き
な
運
動
を
、
今
す
ぐ
に
で
も
展
開
し

う
る
こ
と
示
し
て
い
る
」
と
の
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。

　

集
会
に
は
、
各
党
を
代
表
し
て
衆
参
・

両
院
あ
わ
せ
て
五
人
の
議
員
と
十
人
の

秘
嗇
が
か
け
つ
け
、
参
加
者
を
激
励
す

る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
請
願
内
容
へ

の
立
場
と
対
応
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

議
員
あ
い
さ
つ
の
後
、
厚
生
省
か
ら

松
本
義
幸
疾
病
対
策
課
補
佐
が
か
け
つ

け
、
八
九
年
度
予
算
案
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
同
課
の
予
算
の
う
ち
、
難
病
医

療
相
談
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
難
病
対

策
に
つ
い
て
説
明
し
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
を
代
表

し
て
伊
藤
た
て
お
代
表
幹
事
が
若
干
の

質
問
と
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

集
会
後
は
、
衆
参
両
院
の
社
会
労
働

委
員
を
中
心
に
百
四
人
の
議
員
に
請
願

占
を
も
っ
て
要
請
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｐ
Ｃ

代
表
の
話
し
に
親
身
に
対
応
し
、
Ｊ
Ｐ

Ｃ
の
請
願
内
容
を
支
持
し
、
心
よ
く
院

へ
の
提
出
を
約
束
し
て
く
れ
た
議
員
も

数
多
く
、
ま
た
、
議
員
や
秘
書
の
対
応

か
ら
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
存
在
と
活
動
が
国
会
議

員
の
あ
い
だ
に
も
広
が
っ
て
き
た
こ
と

も
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

請
願
後
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
事
務
局
に
は
請
願

を
国
会
に
提
出
し
た
旨
の
連
絡
が
各
党

か
ら
寄
せ
ら
れ
、
結
果
が
注
目
さ
れ
ま

す
。
（
７
面
に
署
名
数
・
募
金
一
覧
）
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海
外
研
修
レ
ポ
ー
ト

東
南
ア
ジ
ア
三
か
国
を
訪
ね
て

　
　

い
よ
い
よ
出
発

　

昨
年
十
一
月
、
滋
賀
県
大
津
市
で
Ｊ
Ｐ

Ｃ
の
全
国
交
流
集
会
が
開
か
れ
、
同
時
に

協
力
会
員
特
典
の
海
外
研
修
が
ペ
ア
で
当

る
第
一
回
抽
選
が
行
わ
れ
、
思
い
も
し
て

い
な
か
っ
た
私
か
当
り
ま
し
た
。

　

私
は
小
さ
い
頃
か
ら
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス

を
ぜ
ひ
見
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

日
程
の
関
係
で
東
南
ア
ジ
ア
に
し
ま
し

ベ
ー
ダ
エ
；
病
友
の
会
大
阪
府
支
部
藤
木

　
　

明

　
　
　
　
　

た
。
私
は
ベ
ー
チ
工
ッ
ト
病
が
発
病
し
て

　
　
　
　
　

二
十
三
年
、
目
に
症
状
が
現
わ
れ
て
か
ら

三
年
に
な
り
視
力
も
低
下
し
て
き
て
い
ま

す
。
出
発
間
近
に
な
っ
て
心
配
し
て
い
た

目
の
発
作
が
起
り
、
出
発
前
日
ま
で
治
療

を
受
け
薬
を
持
っ
て
の
初
体
験
の
海
外
旅

行
の
出
発
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
月
十
日
、
キ
ャ
セ
イ
航
空
で
不
安
と

期
待
の
入
り
ま
じ
っ
た
複
雑
な
心
境
で
大

阪
空
港
を
離
陸
し
、
香
港
経
由
で
一
番
目

の
訪
問
国
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
向
い
ま
し

た
。

　

緑
と
花
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

　

第
一
の
訪
問
国
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
日

本
の
淡
路
９
　
ほ
ど
の
面
積
で
緑
と
花
が
と

て
も
多
く
近
代
的
な
街
並
み
で
す
。
道
路

や
公
幽
に
ゴ
ミ
や
タ
バ
コ
の
吸
殻
を
捨
て

た
り
、
公
園
の
花
や
木
を
折
っ
た
り
す
る

と
罰
金
で
す
。
中
華
街
で
は
人
力
車
や
露

店
の
床
屋
さ
ん
を
見
る
こ
と
が
で
き
庶
民

的
な
下
町
悄
緒
を
味
わ
い
ま
し
た
。
面
白

い
話
も
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
国
に
は
地
下

鉄
が
走
っ
て
い
ま
す
が
、
切
符
（
大
人
五

〇
セ
ン
ト
）
を
買
っ
て
か
ら
三
十
分
以
内

に
下
車
し
な
い
と
ニ
ド
ル
の
罰
金
を
取
ら

＠

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

仏
教
の
国
、
タ
イ
ヘ

　

バ
ン
コ
ク
市
内
に
も
多
く
の
寺
院
が
建

ち
、
金
や
銀
そ
し
て
宝
石
類
を
惜
し
み
な

く
使
用
し
て
い
る
程
の
華
や
か
で
美
し

く
、
タ
イ
独
特
の
建
て
方
で
。
始
め
て
異

国
に
来
た
と
実
感
し
ま
し
た
。
メ
ナ
ム
川

の
水
上
マ
ー
ヶ
ツ
ト
、
暁
の
寺
院
、
エ
メ

ラ
ル
ド
寺
院
な
ど
を
見
ま
し
た
。
宮
殿
の

豪
華
さ
に
は
び
っ
く
り
し
、
栄
華
を
誇
っ

た
当
時
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
市
民
の
生
活
は
私
の
目
か
ら

見
て
楽
で
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
街
も

夜
で
も
必
要
以
外
の
電
気
は
消
し
て
、
街

全
体
が
暗
く
物
騒
に
感
じ
ま
し
た
。

　

タ
イ
で
は
昼
は
呂
く
て
気
温
も
三
十
五

度
に
上
り
、
車
や
ホ
テ
ル
で
は
ク
ー
ラ
ー

を
使
い
ま
し
た
。
ま
た
、
タ
イ
料
理
は
私

の
□
に
合
わ
ず
残
念
で
し
た
。

　

面
白
い
ド
ロ
ボ
ー
市

　

最
後
の
訪
間
国
、
香
港
で
は
水
上
レ
ス

ト
ラ
ン
で
の
食
事
、
百
万
ド
ル
の
夜
景
観

賞
、
ビ
ク
ト
リ
ア
ピ
ー
ク
、
タ
イ
ガ
ー
バ

ー
ム
ガ
ー
デ
ン
な
ど
を
観
光
し
ま
し
た
。

面
白
い
と
思
っ
だ
の
は
ド
ロ
ボ
ー
市
場
で

し
た
。
四
、
五
十
件
程
の
露
店
が
出
て
ハ

ダ
カ
電
球
の
下
で
、
ラ
イ
タ
ー
、
時
計
、

万
年
筆
、
衣
類
、
ハ
ン
ド
バ
″
グ
な
ど
色

々
な
品
物
を
売
っ
て
い
ま
し
た
。
品
物
は

コ
ピ
ー
の
コ
ピ
ー
で
店
員
の
貝
初
に
い
っ

た
値
段
の
三
分
の
一
が
本
当
の
売
値
で
、

絶
対
に
買
わ
な
い
よ
う
に
と
の
こ
と
。

　

三
月
十
五
日
、
午
後
八
時
二
十
分
、
予

定
通
り
無
事
大
阪
空
港
へ
着
き
ま
し
た
。

　

バ
ン
コ
ク
・
香
港
の

　

医
療
は

　

バ
ン
コ
ク
と
香
港
で
現
地
の
係
員
か
ら

聞
い
た
医
療
の
こ
と
で
す
が
、
バ
ン
コ
ク

で
は
医
療
費
は
五
〇
％
が
自
己
負
担
で
、

お
金
が
な
い
と
医
者
に
行
け
な
い
。
で
も

無
料
で
診
察
を
し
て
く
れ
る
医
者
も
い
る

と
の
こ
と
で
寸
。

　

香
港
で
は
、
政
府
病
院
と
私
立
病
院
が

あ
っ
て
政
府
病
院
は
サ
ー
ビ
ス
が
悪
く
、

お
金
を
持
っ
て
い
る
人
は
サ
ー
ビ
ス
の
良

い
私
立
病
院
へ
行
く
と
の
こ
と
。
政
府
病

院
に
一
回
診
察
を
受
け
る
と
＋
ド
ル
（
百

八
十
円
）
い
る
そ
う
で
す
。
政
府
病
院
は

入
院
患
者
が
多
く
、
ベ
ッ
ド
数
が
足
り
な

い
と
の
こ
と
で
し
た
。
な
お
、
大
学
卒
の

初
任
給
は
五
万
円
位
だ
そ
う
で
す
。

　

か
け
足
で
三
か
国
を
観
光
し
て
き
ま
し

た
が
、
自
分
の
目
で
見
た
り
・
、
耳
で
間
い

た
り
し
て
貴
重
な
体
験
を
し
て
大
変
勉
強

に
な
り
・
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
人

生
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
旅
行
に
当
り
ま
し
て
、
大
阪
難

病
連
の
涛
さ
ん
は
じ
め
事
務
局
の
人
た
ち

に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

1989- 5　。IINIの11閻/ｊ･/
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今
後
の
社
会
福
祉
は
市
町
村
と
民
間
に

　

厚
生
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
中
央
社

会
福
祉
審
議
会
、
身
体
障
害
者
福
祉
審
議

会
、
中
央
児
童
福
祉
審
議
会
の
三
審
議
会

で
つ
く
ら
れ
て
い
る
福
祉
関
係
三
審
議
会

合
同
企
画
分
科
会
は
三
月
三
十
日
、
「
今

後
の
社
会
福
祉
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
意

見
を
ま
と
め
、
厚
生
大
臣
に
具
申
し
ま
し

た
。
提
言
は
同
会
が
一
九
八
六
年
一
月
か

ら
審
議
を
し
て
い
た
も
の
で
す
。

　

提
言
は
、
社
会
福
祉
制
度
を
取
り
巻
く

環
境
を
、
急
激
な
高
齢
化
の
進
行
、
国
際

化
の
急
速
な
進
展
や
所
得
・
生
活
水
準
の

向
上
や
生
活
様
式
の
多
様
化
な
ど
か
ら
。

　

「
国
民
の
生
活
を
取
り
巻
く
社
会
・
経
済

　

・
文
化
的
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て

　

い
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
「
人

　

生
八
十
年
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
長
寿
・
福

　

祉
社
会
を
実
現
す
る
」
た
め
に
、
①
市
町

　

村
の
役
割
咀
視
②
在
宅
福
祉
の
充
実
⑤
民

　

間
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
健
全
青
成
④
福
祉
と

　

保
健
・
医
療
の
連
挑
強
化
・
総
合
化
⑤
福

　

祉
の
担
い
手
の
養
成
と
確
保
⑥
サ
ー
ビ
ス

　

の
総
合
化
・
効
率
化
を
推
進
す
る
た
め
の

　

福
祉
情
報
提
供
体
制
の
整
備
を
基
本
的
な

　

考
え
方
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
生
活
保
護
行
政
を
の
ぞ

よ
う
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
事
業
体
系
の
見
直
し

で
は
、
現
在
社
会
福
祉
事
業
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
な
い
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派

遣
、
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ー
ス

テ
ィ
な
ど
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち

市
町
村
が
提
供
す
る
も
の
は
、
新
た
に
社

会
編
祉
事
業
と
し
て
位
置
付
け
る
】
方
、

シ
ル
バ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
民
間
に
よ
る

有
料
サ
ー
ビ
ス
の
育
成
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
社
会
福
祉
事
業
法
の
対
象
と
し
て

法
的
規
制
は
加
え
ず
。
行
政
指
導
と
自
主

規
制
で
対
応
す
る
な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

　

提
言
を
受
け
た
厚
生
省
は
、
今
後
、
次

期
通
常
国
会
に
向
け
て
、
社
会
福
祉
事
業

法
な
ど
の
関
連
法
「
改
正
」
作
業
に
着
手

し
ま
す
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
こ
の
提

言
も
国
の
責
任
を
後
退
さ
せ
、
市
町
村
へ

の
責
任
の
委
譲
、
民
間
活
力
の
導
入
な
ど

を
基
調
と
す
る
も
の
で
、
私
た
ち
は
今
後

の
動
向
に
注
目
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
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こ?lれ沁雷犀占問い旦

な
る
薬
物
依
存
者

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

▽
腿
日

　

厚
生
省
は
新
年
度
か
ら
「
難

病
」
の
患
者
や
家
族
の
病
気
に
対
す
る
不

安
や
生
活
上
の
悩
み
を
解
消
す
る
た
め
に

専
門
医
ら
に
よ
る
「
相
談
窓
口
」
を
開
設

す
る
。
当
面
は
七
都
道
府
県
に
開
設
。

　

▽
掻
日

　

自
民
党
社
会
部
会
は
厚
生
年

金
支
給
開
始
年
齢
の
六
十
五
歳
繰
り
延
べ

ぽ
に
ぼ
㈲
ニ
リ
パ
Ｅ

福
祉
関
係
三
審
議
会

　

厚
生
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
中
央

社
会
福
祉
協
議
会
、
身
体
障
害
者
柵
祉

審
議
会
、
中
央
児
童
福
祉
審
議
会
で
っ

く
り
、
幅
広
く
福
祉
に
つ
い
て
検
討
す

る
た
め
一
九
八
六
年
一
月
か
ら
審
議
を

法
案
で
処
理
す
る
こ
と
を
了
承
し
た
。

　

▽
初
日

　

社
会
福
祉
関
係
三
審
議
会
が

老
人
福
祉
・
身
体
障
害
者
福
祉
の
運
営
と

実
施
を
市
町
村
を
主
体
と
す
る
こ
と
な
ど

の
意
見
具
申
案
を
固
め
、
厚
相
に
提
出
。

　

▽
1
9
日

　

厚
生
省
が
ま
と
め
た
平
成
元

年
度
の
国
民
医
療
費
推
計
に
よ
る
と
、
国

民
一
人
当
た
り
十
六
万
二
千
百
円
、
総
額

は
二
十
兆
円
で
前
年
度
比
五
・
七
％
増
と

な
り
、
国
民
所
得
の
伸
び
を
上
回
っ
た
。

　
　

7
　
1
日
匹
」

　
　

▽
ｎ
日

　

大
阪
大
学
の
医
学

　
　
　
　
　
　

倫
理
委
員
会
の
「
移
植
医
直
に

　

関
す
る
中
問
報
告
」
は
、
脳
死
を
前
提
に
、

　

心
臓
や
肝
職
な
ど
の
職
器
移
植
を
医
直
と

　

し
て
認
め
る
こ
と
を
打
ち
出
し
た
。
実
施

　

に
は
阪
大
以
外
の
救
急
医
療
施
設
と
移
植

　

施
設
を
結
ん
だ
地
域
ネ
ッ
ト
リ
ー
ク
づ
く

　

り
な
ど
の
整
備
が
必
要
、
と
の
条
件
付
。

　
　
　

▽

1 4
日

　

社
会
保
険
審
議
会
は
高
額
直

　

養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
を
現
行
よ
り
三

　

千
円
（
低
所
得
者
は
一
千
八
百
円
）
引
き

　

上
げ
る
こ
と
を
答
申
し
た
。

一
一
－
一
一
■
暑
‐
ｉ
一
一
一
■
Ｉ
Ｉ
Φ
■
一
一
一
一
響
1
1
1
1
1
を
ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
一
一
回
1
1
1
1
摯
一
回
Ｉ
Ｉ
自
Ｉ
ｉ
ｌ
－
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
－
一
個
一
一
Ｓ
Ｉ

続
け
て
き
ま
し
た
。
昭
和
二
十
年
代
に

そ
の
骨
格
が
形
成
さ
れ
た
現
在
の
社
会

福
祉
制
度
を
取
り
１
　
く
環
境
が
、
高
齢

化
の
進
展
や
所
得
水
準
の
向
上
な
ど
で

大
き
く
変
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
に
対
応

で
き
る
よ
う
社
会
福
祉
制
度
を
見
直
す

必
要
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

巧５1989- 5｡雛・ｅの1巾間
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患
者
会
と
患
者
の
接
点
を

　
　

「
患
者
の
ね
が
い

　

難
病
セ
ン
タ
ー

秋
田
に
も
」
－
難
病
セ
ン
タ
ー
の
建

設
実
現
は
、
私
た
ち
秋
田
難
病
連
の
悲

願
で
す
。
県
へ
の
要
望
項
目
の
な
か
に
、

こ
の
セ
ン
タ
ー
建
設
を
盛
り
込
ん
だ
の

は
数
年
前
、
そ
し
て
、
活
動
方
針
の
重

点
目
標
と
し
て
、
実
祭
に
取
り
組
み
は

じ
め
た
の
は
二
年
前
か
ら
で
す
。

　

六
十
二
年
度
か
ら
セ
ン
タ
ー
建
設
連

動
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
き
つ
か

け
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
五
十

一
年
の
会
結
成
以
来
、
十
年
間
と
い
う

運
動
の
実
績
を
踏
ま
え
、
今
後
さ
ら
に

運
動
を
盛
り
上
げ
、
よ
り
大
き
な
結
束

を
生
み
だ
す
た
め
の
具
体
的
な
目
標
作

り
の
必
要
性
が
提
唱
さ
れ
た
こ
と
、
二

つ
め
は
、
県
か
ら
補
助
金
（
三
百
万
円
）

で
六
十
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
難

病
無
料
検
診
と
相
談
会
」
に
広
汎
で
深

刻
な
悩
み
、
不
安
が
実
に
多
く
寄
せ
ら

れ
た
こ
と
か
ら
医
療
や
行
政
、
患
者
会

と
患
者
・
家
族
を
結
ぶ
接
点
と
し
て
、

常
設
の
相
談
室
を
中
心
に
し
た
セ
ン
タ

－
が
秋
田
に
も
必
要
で
あ
る
と
い
う
気

運
が
高
ま
つ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

難
病
セ
ン
タ
ー
造
ろ
う

「
セ
ン
タ
ー
建
設
運
動
初
年
度
」
と
位

置
付
け
た
六
十
二
年
度
に
は
、
ま
ず
北

海
道
難
病
連
の
伊
藤
事
務
局
長
を
講
師

に
招
い
て
の
理
事
学
習
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
「
希
望
の
集
い
」
を

ｅ

上
げ
ら
れ
、
平
成
元
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

建
設
の
実
現
に
向
け
て

　

六
十
三
年
度
に
は
、
加
盟
九
団
体
か

ら
の
委
［
貝
十
七
人
で
構
成
す
る
「
難
病

セ
ン
タ
ー
建
設
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ

ま
し
た
。
当
面
、
「
難
病
セ
ン
タ
ー
建

設
計
画
案
」
の
作
成
を
め
ざ
し
て
、
協

議
を
す
す
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

構
想
の
な
か
に
盛
り
込
む
こ
と
が
決

っ
た
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

難
病
セ
ン
タ
ー
秋
田

開
催
し
て
、
セ
ン
タ
ー
構
想
の
趣
旨
説

明
や
患
１
　
の
体
験
発
表
、
「
難
病
セ
ン

タ
ー
造
ろ
う
」
大
会
宣
言
の
採
択
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
模
様
は

地
元
の
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
も
大
き
く
報

道
さ
れ
、
早
速
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
る

な
ど
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

　

そ
の
翌
日
、
県
福
祉
保
健
部
長
に
難

病
患
者
の
実
状
を
直
接
訴
え
、
セ
ン
タ

ー
建
設
の
根
拠
と
な
る
「
難
病
患
者
の

実
態
調
査
」
の
実
施
を
要
望
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
県
議
会
で
も
取
り

特
じ

　

①
常
設
の
医
療
・
福
祉
相
談
室
（
電

話
相
談
合
む
）
②
宿
泊
施
設
（
一
般
宿
泊

と
介
護
付
長
期
宿
泊
施
設
）
③
リ
ハ
ビ

リ
施
設
④
団
体
事
務
室
⑤
は
り
、
灸
、
マ

。
サ
ー
ジ
室
⑥
特
殊
入
浴
室
⑦
調
理
実

習
室
⑧
大
会
議
室
⑨
研
修
室
⑩
図
ぶ
、

資
料
室
⑥
職
業
指
導
訓
練
室
⑩
談
話
室

　
　

「
計
画
案
」
に
は
、
四
階
建
て
の
図

面
を
付
け
、
セ
ン
タ
ー
構
想
の
発
端
と

背
景
、
セ
ン
タ
ー
建
設
の
憲
義
と
目
的
、

な
ど
の
文
章
を
添
え
て
難
病
患
者
の
実

態
を
訴
え
る
内
容
に
す
る
予
定
で
す
。

　

昨
年
度
の
段
階
で
県
は
、
セ
ン
タ
？

の
必
要
性
を
一
部
認
め
、
県
関
係
の
既

存
の
建
物
の
な
か
に
必
要
な
も
の
か
ら

設
置
し
て
い
き
た
い
旨
、
具
体
的
に
三

か
所
の
施
設
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
。
そ
れ
に
対
す
る
検
討
と

あ
わ
せ
、
将
来
的
に
は
一
つ
の
独
立
し

た
建
物
を
必
ず
や
実
現
す
る
た
め
、
今

後
、
広
報
活
動
や
署
名
、
建
設
資
金
の

造
成
活
動
な
ど
を
地
道
に
推
し
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
務
局

　

〒
○
一
〇

　

秋
田
市
旭
北
栄

　
　
　
　
　

町
１
－
５

　

心
身
障
害
者

　
　
　
　
　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　

２

　

０
一
八
八
－
二
三
－
六
二
三
三

反
響
を
よ
ん
た
「
希
望
の
集
い
」

｡liNKMQ闇1989-5/jび
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本
当
の
笑
顔
が

　
　
　

こ
ぼ
れ
る
ま
で

　

は
じ
め
ま
し
て
、
福
島
の
八
代
で
す
。

難
病
匝
動
活
動
家
の
皆
様
に
発
表
す
る

程
の
こ
と
は
、
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
私
の
三
十
五
年
の
人
生
に
飽

き
も
せ
ず
に
つ
き
あ
っ
て
お
り
ま
す
、

持
病
の
紹
介
と
、
少
な
く
と
も
「
ス
マ

ー
ト
」
と
は
い
え
な
い
、
綱
渡
り
の
人

生
を
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

正
体
あ
ら
わ
る
／

　

皆
様
は
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
い

う
疾
病
を
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
少
し
話
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
思
え
ば
、
小
学
校
の
一
年
で
、
秋

の
運
動
会
で
リ
レ
ー
の
選
手
を
な
ん
と

か
努
め
ら
れ
、
三
、
四
年
生
と
進
級
し
、

果
て
は
五
年
生
の
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
女

の
子
に
も
負
け
て
し
ま
い
、
中
学
進
学

時
に
は
筋
肉
不
発
達
と
名
付
け
ら
れ
、

虚
弱
体
質
と
剣
道
で
鍛
え
ら
れ
て
も
一

向
に
改
善
さ
れ
ず
、
一
年
の
春
の
陸
上

競
技
大
会
で
は
ト
ラ
ッ
ク
四
週
で
、
ト

ッ
プ
に
追
い
抜
か
れ
て
し
ま
い
、
母
が

福
島
難
病
連

　

八
代

弘

　

本
人
以
上
に
、
困
難
を
抱
え
た
者
を

取
り
巻
く
人
々
は
苦
労
が
多
い
こ
と
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
最
大
限
の
努
力

と
数
限
り
な
い
犠
牲
？

　

が
あ
っ
た

と
、
今
に
な
っ
て
思
わ
れ
る
こ
と
は
、

作
っ
て
く
れ
た
握
り
寿
司
の
味
と
、
よ

　
　

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
し
今
後
も
…
…
。

く
頑
張
っ
た
と
の
女
の
子
の
激
励

の
言
粟
と
、
味
は
記
憶
に
新
し
い

で
す
。

　

そ
れ
で
も
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ｆ

ｌ
は
正
体
を
現
わ
し
ま
せ
ん
。
家

庭
、
学
校
は
い
ら
だ
ち
、
遂
に
入

院
、
二
か
月
か
か
っ
て
学
校
へ
戻

っ
て
の

　

悪
友
の
一
言
…
…

　
　

子
ど
も
は
残
酷
で
す
。

　

本
人
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
駄
目
な

ら
外
に
、
な
に
か
あ
る
さ
と
絵
画

を
や
っ
た
り
科
学
を
み
た
り
、
好

奇
心
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
体
育
の

成
績
は
先
生
に
よ
り
。
ア
で
あ

っ
た
り
″
五
″
を
も
ら
っ
た
り
、

病気なんかに負けないぞ/

鉄
棒
も
跳
び
箱
も
で
き
な
い
の
に
／
・

　

教
育
の
大
事
さ
／
・

　

転
び
な
が
ら
、
泥
だ
ら
け
に
な
り
な

が
ら
も
な
ん
と
か
中
学
、
高
校
と
、
終

え
ら
れ
ま
し
た
。

＠

　

さ
て
、
本
題
に
戻
っ
て
、
今
も
現

実
に
難
病
の
レ
ご
ア
ル
を
張
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
人
が
、
悲
し
い
こ
と

に
順
番
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
人
た
ち
の
た
め
に
、

私
た
ち
か
た
ど
っ
た
道
を
歩
か
せ
て

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
…
…
。

　

社
会
の
役
割
り
／
・

　

私
た
ち
は
、
常
に
適
切
な
医
瞭
と

教
育
、
心
理
、
桁
神
上
の
ヶ
ア
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
社
会

構
成
上
で
は
相
当
無
理
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
、
現
場
、
親
・
家
族
、
教

育
（
社
会
）
、
医
療
、
行
政
が
縦
割
り
で

あ
り
、
多
種
、
多
様
の
問
題
を
ひ
と
つ
に

集
約
す
る
こ
と
は
物
理
的
に
無
理
で
あ

り
ま
す
し
、
四
者
が
相
当
高
い
レ
ベ
ル

で
統
き
さ
れ
な
け
れ
ば
不
可
能
で
す
。

　

必
要
な
時
期
の
、
適
切
な
助
言
、
指

導
が
な
け
れ
ば
、
十
分
な
社
会
参
加
も

不
可
能
で
す
し
、
吐
会
資
産
の
活
用
に

も
な
り
ま
せ
ん
。
本
当
の
文
明
仕
会
の

原
点
は
、
こ
こ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

社
会
は
行
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
困
難
な
問
題
を
解
決
す
る
励
合
、

声
な
き
声
を
聞
き
、
現
状
を
確
実
に
把

握
し
行
動
あ
る
の
み
で
す
。
経
済
の
発

達
、
新
た
な
疾
病
の
発
生
、
社
会
の
変
化

を
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
到
底
か
な
わ
な
い

し
、
問
題
が
山
砧
み
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

飛
行
機
ば
か
り
乗
っ
て
て
は
、
野
原

の
れ
ん
げ
の
香
り
は
わ
か
り
ま
せ
ん
よ

…
…
…
さ
ん
。

　

今
後
の
展
望
／

　

最
後
に
悲
観
ば
か
り
で
は
し
ょ
う
が

な
い
、
執
念
で
心
は
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ

ィ
ー
に
ゆ
ず
れ
な
い
。

　

私
た
ち
は
生
命
と
い
う
使
つ
て
は
な

ら
な
い
唯
一
の
ジ
ョ
ー
カ
ー
を
、
手
仁

歩
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
当
の
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
ま
で
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。
で
き
な
け
れ
ば
あ
ま
り

に
も
悲
し
い
…
…
。

　

同
じ
思
い
を
持
つ
も
の
が
ひ
と
つ
に

な
り
問
題
に
あ
た
れ
ば
、
必
ず
や
解
決

す
る
で
し
ょ
う
し
、
糸
口
は
見
え
て
い

ま
す
。

巧７1989- 5⊃断卜紳ケト
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心が

　

。。y､、

　
　

総
会
議
案
な
ど

　
　

を
協
議

　
　
　
　
　
　

―
第
２
回
幹
事
会

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
四
月
十
五
日
、
十
六
日
、
東

京
・
渋
谷
区
の
北
海
道
東
京
第
二
事
務
所

で
規
約
改
正
後
二
度
目
の
幹
事
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

こ
の
幹
事
会
に
は
十
九
団
体
二
十
三
人

が
出
席
し
、
六
月
四
日
に
行
わ
れ
る
Ｊ
Ｐ

Ｃ
第
四
回
総
会
議
案
な
ど
に
つ
い
て
の
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
座
長
に
全
交
災
の
辻
川
常
任
幹

事
と
議
事
録
署
名
人
に
静
岡
県
難
病
連
の

海
野
幹
事
を
選
び
ま
し
た
。

　

伊
藤
代
表
幹
事
か
ら
「
現
在
、
着
々
と

社
会
保
障
の
改
悪
が
準
備
さ
れ
て
い
る
中

で
行
わ
れ
る
こ
の
幹
事
会
を
活
発
な
討
論

で
成
功
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

体
調
を
く
ず
し
欠
席
し
た
小
林
事
務
局

長
に
代
わ
り
、
古
川
常
任
幹
事
が
幹
事
会

前
日
の
国
会
請
願
行
動
（
一
面
参
照
）
に

つ
い
て
、
ま
た
前
回
幹
事
会
以
降
の
Ｊ
Ｐ

Ｃ
の
活
動
に
つ
い
て
梅
崎
常
任
幹
事
が
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
協
議
事
項
に
入
り
、
古
川
常

任
幹
事
か
ら
最
近
の
医
療
・
福
祉
情
勢
に

つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
な

か
で
、
「
今
年
は
『
九
〇
年
の
福
祉
・
社

会
保
障
の
全
面
改
革
に
む
け
て
の
準
備
期

間
』
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
患

者
・
家
族
に
と
っ
て
新
た
に
厳
し
い
状
況

が
生
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
」
と
年
金
制
度
の

改
革
や
医
療
保
険
の
改
革
、
社
会
福
祉
を

め
ぐ
る
非
常
に
厳
し
い
状
況
な
ど
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
後

の
取
組
み
強
化
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
ま

し
た
。

　

情
勢
報
告
を
う
け
て
、
第
四
回
総
会
議

案
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
八
八
年
度
活

動
報
告
・
決
算
報
告
、
八
九
年
度
活
動
方

針
案
・
予
算
案
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
・

協
議
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
協
議
の
な
か

で
消
費
税
廃
止
を
求
め
る
特
別
決
議
を
総

会
で
提
案
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
ま
し

た
。

　

二
日
目
も
引
き
続
き
総
会
議
案
、
総
会

準
備
、
来
年
度
役
員
な
ど
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
情
勢
に
見
合

っ
た
大
行
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
た
め
に
Ｔ
Ｊ
Ｐ
Ｃ

の
各
種
行
動
一
行
事
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

組
織
し
参
加
の
保
障
を
し
て
い
く
こ
と
、

協
力
会
員
を
中
心
に
雑
貨
あ
っ
せ
ん
事
業

な
ど
の
資
金
造
成
活
動
を
さ
ら
に
拡
大
し

て
い
く
こ
と
等
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
医
療
相
談
会
の
研
修
会
を
八
～
九
月
に

行
う
こ
と
、
来
年
度
の
役
員
構
成
に
つ
い

て
は
お
お
よ
そ
現
行
の
ま
ま
で
大
幅
な
変

更
は
行
わ
ず
提
案
す
る
こ
と
、
な
ど
が
話

＠

し
合
わ
れ
議
事
を
終
え
ま
し
た
。

　

第
６
回
常
任
幹
事
会
を
開
催

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
三
月
十
日
、
十
一
日
、
東
京

都
内
で
第
六
回
常
任
幹
事
会
を
お
こ
な
い

八
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
常
任
幹
事
会
で
は
最
近
の
医
療
・

福
祉
・
社
会
保
障
の
情
勢
、
第
四
回
総
会

議
案
の
活
動
報
告
、
活
動
方
針
案
骨
子
、

予
算
・
決
算
、
総
会
の
準
備
や
任
務
分
担

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
第
一
一
回
幹
事
会
の
準
陥
や
議
赳
、

国
会
請
願
行
動
の
準
備
な
ど
に
つ
い
て
の

協
議
も
行
い
ま
し
た
。

　

日
経
新
聞
が
患
者
会

　

活
動
を
紹
介

　

四
月
八
日
（
上
）
付
け
の
日
本
経
済
新

聞
夕
刊
に
「
患
者
ネ
＾
ト
ワ
ー
ク
で
同
病

　

″
相
励
ま
す
″
」
と
い
う
記
事
が
掲
絨
さ

れ
、
患
者
団
体
の
活
勁
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
な
か
で
、
「
同
じ
病
気
の
患
者
や

家
族
同
士
が
連
絡
を
と
り
、
医
療
情
報
を

交
換
し
た
り
、
互
い
に
励
ま
し
あ
っ
た
り
。

医
療
行
政
改
善
へ
向
け
自
治
体
に
働
き
か

け
る
な
ど
、
助
け
あ
い
の
″
患
者
ネ
ア

ワ
ー
ク
″
は
着
実
に
広
か
っ
て
い
る
」
と

し
、
具
体
的
に
は
全
腎
協
、
全
国
心
臓
病

の
子
供
を
守
る
会
の
活
動
や
患
者
団
体
の

一
覧
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

◆
医
療
費
公
費
負
担

　

【
対
象
一
僑
本
病
、

突
発
性
難
聴
、
シ
モ
ン
ズ
ー
シ
ー
ハ
ン
病
、

ク
ッ
シ
ン
グ
病
及
び
尿
崩
症
、
ネ
フ
ロ
ー

ゼ
症
候
群
、
悪
性
腎
硬
化
症
（
以
上
入
院

の
み
）
血
友
病
（
二
十
歳
以
上
入
、
通
院
）

内
分
泌
疾
患
、
糖
尿
病
、
先
天
性
代
謝
異

常
（
以
上
二
十
歳
米
満
入
、
通
院
）

◆
医
療
費
助
成

　

價
度
心
身
呻
害
者
医
療

費
助
成
。
六
十
五
歳
未
満
自
己
負
担
分
。

県庫兵

◆
経
済
援
護

　

介
護
手
当
。
ね

た
き
り
の
在
宅
重
度
心
身
障
害

者
の
介
護
者
に
支
給
。

◆
就
労
援
助

　

身
体
障
害
者
更

生
資
金
特
別
貸
付
。
限
度
額
四

十
万
円
。

◆
そ
の
他
の
制
度

　

生
活
改
善

資
金
の
貸
付
。
限
度
額
百
万
円
。

県
営
（
特
定
目
的
）
住
宅
へ
の

入
居
。
優
先
入
居
。

◆
福
祉
タ
ク
シ
ー

　

【
対
策
】
身
障
手
帳

一
、
二
級
。
伊
丹
市
、
高
砂
市
、
赤
穂
市
、

西
宮
市
（
一
級
の
内
部
障
害
者
）
神
戸
市

　

（
内
部
障
害
合
む
）
朝
来
町
（
社
協
単
独

事
業
）
。
そ
の
他
ガ
ソ
リ
ン
代
補
助
有
。

◆
神
戸
市
事
業

　

見
舞
金
と
し
て
慢
性
腎

疾
患
月
四
千
六
百
円
、
慢
性
心
疾
患
月
二

千
三
百
円
、
膠
原
病
月
四
千
二
百
円
（
以

上
二
十
歳
未
満
）
点
頭
て
ん
か
ん
（
十
八

歳
未
満
入
院
）
月
五
万
四
千
円
な
ど
。

丿什ド０紬|1989- 5巧8
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北海道難病連

第3次

ヨーロッパ医療･福祉視察旅行参加者募集

実施予定

　

1990年５月末～６月中句

　　　　　　　　　　　　　　　

(白夜のころ)

　　　　　　

または４月末～５月上旬

費用見込

　

１人55万円～58万円

　　　　　　　　　　　　　　

(旅行ローン有)

訪問予定国

　

フィンランド、スウェーデン、

　　　　　　

オランダほか

どなたでも参加できます。

　　　　　　

＊介護を要する方は介助者付でお申し

　　　　　　　

込みください。

お問い合わせは

　　

北海道難病連相談室へ

　

fl0 11-512-323;)

　

訂

　

正

　

本
誌
第
十
七
号
で
い
く
つ
か
の
誤
字
が

あ
り
ま
し
た
。
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
編
集
部
）

■
第
五
面
二
段
九
行
目

　

北
沢
和
夫
↓
北
沢
和
雄

■
第
六
面
一
段
五
行
目

　

京
都
府
立
↓
京
都
市
立

■
第
六
面
一
段
十
八
行
目

　

年
間
数
十
万
↓
年
間
十
数
万

■
第
六
面
一
一
段
七
行
目

　

雪
船
↓
雪
舟

朧
第
八
面
一
段
十
九
行
目

　

十
月
十
八
日
（
土
）
、
十
九
日
（
日
）

　
　

全
国
交
流
集
会

　
　
　

長
野
県
諏
訪
湖
畔

　

↓
十
一
月
十
八
日
（
土
）
、
十
九
日
（
日
）

　
　

全
国
交
流
集
会

　
　
　

長
野
県
諏
訪
湖
畔

｡籍･＠の1●間 1989- 5

　

患
者
団
体
の
一
覧
表
が
掲
載
さ
れ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
八
日
の
夕
方
か
ら
Ｊ
Ｐ
Ｃ

事
務
局
に
は
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
、
数

日
の
間
に
五
～
六
十
件
の
電
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
同
記
事
で
患
者
団
体
の
役
割
と
意

義
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
長
宏
代
表
幹
事

の
談
話
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。
「
日
本
の
医
療
を
身

を
も
っ
て
体
験
し
、
実
態
を
誰
よ
り
も
よ

く
知
っ
て
い
る
の
が
患
者
で
あ
り
・
、
患
者

団
体
。
日
本
の
医
療
の
良
い
面
、
悪
い
面

が
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
、
各
種
提
案
に
深

み
が
あ
り
、
行
政
サ
イ
ド
も
耳
を
傾
ざ
け

る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
（
中
略
）
。
患

者
団
体
が
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
を
出
し
医
療

行
政
が
前
進
す
る
と
、
そ
れ
は
″
社
会
的

財
産
”
に
な
る
。
現
在
は
健
康
な
人
も
将

来
、
病
気
に
な
っ
た
と
き
、
そ
の
財
産
を

享
受
で
き
る
。
有
病
率
が
上
昇
し
て
い
る

時
代
だ
け
に
、
意
味
は
大
き
い
」

｢州病忠者などの医療と生活傑陣を要望する｣

国会請願署名・募金一覧表

(1988年皮分)

団　体　ち 唇，?･;数 募金額 団　体　お 客気数 旅金額

北海道鼎病運 25,029 342,5( 5 鹿児島県難病連 5,376 27,201

秋田難病連 7,(W6 rifi,3r58ク　□　□キン 1 ,177 目,000

福島県難病連 8,740 4，500 ス　　全　　I烏 8,'193 83,0(10

茨城県難病連 4，73d fin,2( 0 全　　交　　災 260 ２，０００

群馬脚叫連 10,(386 84,1 83 全　腎　協 225,ll'S (iSO.OOO

長野県難病連 'J,[i82 ０ 心　　臓　　病 11,885 1･12,405

静岡県難病巡 l(i,385 150 ,(100 多発性硬化症 1,()9(〉 32,00 0

岐阜県難病巡 11,4,38 102,90{ パーキンソン 3,068 311,573

三和㈲IE病運 3,403 ０ 全　　患　　I迄 6,030 50,( 00

滋賀県難病連 10,132 135,118 全　肝　協 2聞 Ｏ

京都眼病連 8,811 135,380 ロ　忠　同　盟 5,807 F16,ふ16

大阪難病連 27,374 119,281 全　　低　　肺 ０ ０

兵庫県難病連 20,08!) 20,000 オストミー協会 ０ ０

奈良県難病巡 1,888 13,( OO 新宮難病巡 850 20,155

岡山県難病連 2,447 10,825 ベーチェット山影 1,523 37,!52･1

高知県難病連 1.212 32,700 そ　　の　　池 171 1,7( 0

宮崎県鼎病連 2,259 ０ ム
｢1　　　　　1

|‘ 43(),C(;O 3,072,754

凶年川｣2･川｣現在)
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倫
回
心
似

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
協
力
会
員
募
集

　

日
頃
は
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
協
力
会
員
制
度
に

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
け
で
、

昨
年
度
は
海
外
研
修
派
遣
の
抽
選
も
実

現
し
、
当
選
者
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
（
二
面
の
レ
ポ
ー
ト
参
照
）
。

　

ま
た
申
し
込
み
も
三
百
五
十
口
以
上

と
な
り
、
目
標
に
は
及
ば
な
か
っ
た
も

の
の
、
着
実
に
拡
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
目
標
達
成
に
む
け
て
取
り

組
み
を
強
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

さ
て
、
年
度
も
新
し
く
な
り
、
新
会

員
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
費
は

年
間
一
口
三
千
円
、
特
典
は
「
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の

仲
問
」
を
お
届
け
し
、
さ
ら
に
海
外
研

修
派
遣
抽
選
の
権
利
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

ド
シ
ド
シ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
現
会
員
の
方
、

新
年
度
の
会
費
納
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
第
３
回
総
会
の
お
知
ら
せ

Ｊ
Ｐ
Ｃ
第
四
回
総
会
を
次
の
よ
う
に

　
　

宿
泊

　

総
会
参
加
者
の
た
め
に
前
夜
の

開
催
い
た
し
ま
す
。

　

記
念
講
演
は
、
年
金
問
題
か
、
医
療

保
険
問
題
を
テ
ー
マ
に
（
講
師
未
定
）

予
定
し
て
い
ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の

上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

記

日
時

　

一
九
八
九
年
六
月
四
日
（
日
）

　
　
　

午
前
十
時
半
～
午
後
四
時

会
場

　

全
社
連
会
館

　
　

品
川
区
東
五
反
田
ニ
ー
＋
－
十
四

　
　

雲

　

○
三
－
四
四
五
Ｉ
Ｏ
八
〇
〇

　
　

Ｊ
Ｒ
山
の
手
線
五
反
田
駅
下
車
徒

　
　

歩
六
～
七
分

宿
泊
を
全
社
連
会
館
に
若
干
用
憲

し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
Ｊ

Ｐ
Ｃ
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
な
お
、
総
会
の
百
料
は
当
日
、

会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。

Ｊ
Ｐ
Ｃ
地
難
連
交
流
会
は
前
日

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
加
盟
の
地
域
難
病
連
に
よ
る

地
域
難
病
通
交
流
会
を
総
会
前
日
の
六

月
三
日
（
土
）
、
午
後
一
時
か
ら
四
時

ま
で
全
社
連
会
館
で
開
催
し
ま
す
。
参

加
お
よ
び
当
日
の
宿
泊
は
福
島
県
難
病

連
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
九
七
六
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
増
刊
通
巻
三
十
一
吟
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜

　

．
μ
打
）

一
九
八
九
年
五
月
一
一
十
三
日
発
行

＠

國
俵
―
葡

　

▼
北
海
道
難
病
連
が
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

　
　

ザ
ー

　

恒
例
に
な
っ
た
北
海
道
難
病
連
「
春
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
」
が
三
月
四
日
、

五
日
の
二
日
間
北
海
道
難
病
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
チ
ャ
リ
テ
ｆ
ｌ
バ

ザ
ー
は
難
病
集
団
無
料
検
診
や
相
談
会
な

ど
患
者
と
家
族
を
励
ま
す
活
動
の
資
金
づ

く
り
と
難
病
遍
・
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
啓

蒙
、
地
域
の
人
だ
ち
と
の
交
流
な
ど
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
提

供
さ
れ
た
品
物
は
衣
料
品
。
電
気
製
品
、

家
庭
雑
貨
な
ど
約
一
万
六
千
点
、
な
か
に

は
ス
ク
ー
タ
ー
の
提
供
も
あ
り
ま
し
た
。

　

三
階
建
の
セ
ン
タ
ー
は
身
動
き
が
と
れ

な
い
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
、
総
売
り
上
げ

は
二
百
四
十
八
万
円
に
の
ぱ
り
ま
し
た
。

　

▼
全
腎
協
が
国
会
請
願

　

三
月
三
十
日
全
腎
協
が
第
十
八
次
岡
会

請
願
を
行
い
、
全
国
各
地
か
ら
百
二
十
七

人
の
患
者
・
役
只
が
駆
け
付
け
ま
し
た
。

そ
し
て
六
十
四
万
余
の
署
名
を
社
会
労
働

委
貝
の
議
［
囚
を
中
心
に
提
出
し
、
「
腎
疾

忠
総
合
対
策
」
の
躍
立
な
ど
切
実
な
願
い

の
実
現
を
訴
え
ま
し
た
。

　

▼
秋
田
難
病
連
に
専
用
電
話

　

秋
田
難
病
辿
に
専
用
の
電
話
が
入
り
ま

し
た
。
電
話
番
号
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

雲

　

○
一
八
八
－
二
三
―
六
三
二
三

　

▼
大
阪
難
病
連
が
医
療
相
談
会

　

三
月
十
九
日
（
日
）
、
大
阪
難
病
連
が

大
阪
市
立
労
働
会
館
で
「
学
習
講
演
会
と

難
病
医
療
相
談
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
学
習
講
演
会
に
は
講
師
に
滋

賀
医
科
大
学
の
中
川
米
造
氏
を
招
い
て

　

「
健
康
の
考
え
方
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を

行
い
、
一
一
百
二
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
後
の
相
談
会
に
は
、
漬
瘍
性
大
腸
炎
、

ク
ロ
ー
ン
病
、
膠
原
病
な
ど
を
中
心
に
約

五
百
四
十
人
が
相
談
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

▼
大
阪
難
病
連
が
「
大
阪
難
病
連
の
し

　
　

お
り
」
を
発
行

　

大
阪
難
病
連
が
難
病
連
結
成
十
五
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
す
す
め
て
い
た

　

「
大
阪
難
病
連
の
し
お
り
」
が
こ
の
ほ
ど

完
成
し
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
し
お

り
」
に
は
政
令
指
定
都
市
な
ど
を
中
心
に

行
っ
た
「
医
療
・
福
祉
施
策
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、

全
国
的
に
み
て
も
輿
屯
な
資
料
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
定
価
六
百
円
。
お
問

い
き
わ
せ
は
大
阪
難
病
連
事
務
局
ま
で
。

　

容

　

○
六
－
六
五
二
丿
一
三
一
ニ

　

あ
あ
…
…
…
一
円
玉
…
…
、

ま
た
…
…
。
君
も
行
っ
て
し

ま
う
の
？

　

五
円
玉
く
ん

…
…
。
催
た
ち
の
愛
を
ひ
き

さ
い
て
し
ま
う
″
消
費
税
″

の
バ
カ
ヤ
ロ
ー
。
（
佐
藤
）

　
　

斤

　

身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

発
行
ぶ

　

東
京
都
ほ
一
田
谷
区
砧
６
－
2
6
－
2
1

頒
価
三
百
円
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